
06広報せき 2016.08



07 広報せき 2016.08



　この大会は、レクリエーションの推進の一環として、生涯を
通して楽しみ、喜びを味わえるレクリエーション活動を体験
し、今後の生涯スポーツ・生涯学習の振興とレクリエーション
運動の活性化に取り組んでいくもので、岐阜県では初めての
開催となります。
　大会は、９月２３日（金）～２５日（日）の３日間、県内４２市
町村を会場に、３８の種目が開催され、子どもからお年寄りま
で幅広く参加していただける大会です。
　競技への参加は、事前申し込みが必要ですが、当日の体験
参加もできます。関市以外の開催種目の詳細につきましては、
第７０回全国レクリエーション大会in岐阜実行委員会事務局
（☎０５８－２７２－８７６４）へお問い合わせください。なお、
関市では「バウンドテニス」と「グラウンド・ゴルフ」が開催さ
れます。

※グラウンド・ゴルフは羽島市以外の４１市町村で地域大会を開催します。

中 濃
関市 バウンドテニス
美濃市 いきいきオレンジビクス体操
郡上市 日本民踊・ディスクゴルフ

美濃加茂市 ユニカール
可児市 ティーボール
富加町 クロリティー

西 濃

大垣市
車椅子レクダンス・
スクエアダンスラウンドダンス・
ビリヤード・男女混合綱引

海津市 タッチラグビー
養老町 ペタンク
垂井町 タスポニー
安八町 スポーツチャンバラ
揖斐川町 ターゲット・バードゴルフ

岐 阜

岐阜市

総合開会式・交歓の夕べ・
研究フォーラム・閉会式・３Ｂ体操・
ジョギング・フラットゴルフ・
ミニテニス・軟式野球

羽島市 グラウンド・ゴルフ（種目別全国交
流大会）

各務原市 インディアカ・オリエンテーリング
パターゴルフ・マウンテンバイク

瑞穂市 ターゲット・バードゴルフ
岐南町 キンボールスポーツ
笠松町 キンボールスポーツ
北方町 ソフトバレーボール

飛 騨
高山市 ドッジボール

下呂市 レクリエーションダンス・
フォークダンス

東 濃

多治見市 ダーツ・パドルテニス・
ウォークラリー

土岐市 ウォークラリー
恵那市 マレットゴルフ・弓道
中津川市 スポーツ吹矢

■グラウンド・ゴルフ
日 時

会 　 場

参加資格

申込方法

照 会 先

●

●

●

●

●

９月23日（金）　受付：午前８時～

試合開始：午前９時～

中池多目的広場

誰でも参加可。※初心者歓迎

当日会場に直接お越しください。

関市グラウンド・ゴルフ協会事務局　

浅野（☎24-0763）

日 時

会 　 場

参加資格

申込方法

申込期限

照 会 先

●

●

●

●

●

●

9月24日（土）・25日（日）午前９時～

関市総合体育館

試合の審判ができること。※相互審判

※体験コーナーは自由に参加できます（当日受付）

「参加申込書」に必要事項を記入し、

名鉄観光サービス（株）へ直接申し込み

ください。

（FAX03-3779-0463）
※「参加申込書」は関市総合体育館に置いてあります

8月５日（金）まで

岐阜県バウンドテニス協会事務局　中村

（☎ 0584-22-0876）

■バウンドテニス
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【照会先】市民課（☎23－7700）

◆照会先　スポーツ推進課（☎23-7766）
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マイナンバーカードのメリット

申請から交付までの流れ

受け取り方法

注意事項

証明書コンビニ交付サービス

申請方法

【照会先】市民課（☎23－7700）

※現在は申請から受け取りまで数カ月程度
かかります。

・本人確認の際の公的な身分証明書として利用
できます。
【電子証明書を入れると・・・】
・全国のコンビニエンスストアで、住民票などの
証明書が取得できます。
・e-Taxなどの電子申請が行えます。
・平成29年1月からマイナポータルが利用できる
ようになります。
・今後、民間のオンライン取引などに利用される
ようになります。
※電子証明書は、通常カードに搭載されており、
不要な場合は削除することも出来ます。

マイナンバーカードの申請
　　↓　郵送、インターネットなど
カード完成（地方公共団体情報システム機構）
　　↓　市役所に郵送
カードの交付前設定（市役所）
　　↓　カード受け取りの案内はがきを郵送
市役所、各地域事務所などでカードの受け取り

　カード交付の準備が整った後、案内はがき
を郵送します。
　交付希望日をご予約いただき、市役所、各
地域事務所などでお受け取りください。
　受け取り時には本人確認資料をコピーし、
暗証番号の設定をしていただきます。
　カードの受け取りは、病気などのやむをえ
ない理由による場合を除き、本人の受け取り
となります。

　申請書に印字された記載内容と、現在の住
民票の内容が違う場合は、申請ができません
ので市民課までお問い合わせください。
　15歳未満の方は、証明書コンビニ交付
サービスを利用できません。
　外国人の方がマイナンバーカードの申請を
される場合、申請書に記載された「在留期間
等の満了日」までに受け取りを完了する必要
があります。「在留期間等の満了日」の記載
が申請時において既に過ぎていたり、受け取
りまでの期間に満了日を過ぎてしまった場合
は、再申請が必要になりますのでご注意くだ
さい。

　８月１日（月）からマイナンバーカードを利用して、
全国のコンビニエンスストアで証明書の取得ができます。
【取得できる証明書】
　住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍証明書（全部事項
　証明書、一部事項証明書）、戸籍の附票の写し、所得証
　明書、課税証明書、課税所得証明書
　※戸籍証明書、戸籍の附票の写しについては住所地、本
　　籍地ともに関市にある方の、現在戸籍のみ取得可能に
　　なります。
【店舗】
　サークルKサンクス、セブン‐イレブン、ファミリー　
　マート、ローソン（50音順）
【サービス時間】
　6：30～23：00（土日祝日を含む。戸籍証明書を除く）
　※戸籍証明書、戸籍の附票の写しについては8：30～　
　　17：15（土日祝日を含む。）となります。ただし、
　　12月29日～1月3日、メンテナンス日を除きます。

パソコンなどで申請される場
合、こちらの申請書IDの入力が
必要になります。
（申請書IDと個人番号は関係
ありません。）

印字されている内容が、現在の
住民票と違う場合、新しい申請
書が必要になりますので、市民
課までご連絡ください。

外国人の方はこちらに在留期間
等満了日が印字されています。
この日を過ぎると、カードの受
け取りができず、再申請が必要
になります。

【郵送による申請】
　　通知カードについている個人番号カード申請書に写真
　を貼付し、必要事項をご記入の上、下記まで郵送してく
　ださい。
◆送付先：〒219-8730　日本郵便株式会社　川崎東郵便局
　　　　郵便私書箱第2号　地方公共団体情報システム機構
　　　　個人番号カード交付申請書受付センター　宛
【スマートフォンなどでQRコードを利用した申請】
　　申請書にあるQRコードを読み込み、WEBサイトにアク
　セスし、画面に従い申請してください。顔写真のデータ
　をご用意してください。
【パソコンなどを利用した申請】
　　申請用WEBサイトにアクセスし、画面に従い申請して
　ください。顔写真のデータをご用意してください。
【証明用写真機（マイナンバーカード申請対応）からの申請】
　　マイナンバーカード申請に対応した証明用写真機で、
　申請書を持参の上、写真を撮影し、画面に従い申請を　
　行ってください。

マイナンバー（個人番号）カードを
つくりましょう！



人口減少する中で市街地が
広がったままだと･･･ ピーク時から 35年間で

人口約 20％減

関市の総人口の推移

※H27年以降は国立社会保障・人口問題研究所による推計値

店舗等の撤退による
都市のサービス機能
の低下

店舗等の撤退による
都市のサービス機能
の低下

都市の魅力の低下都市の魅力の低下

負のスパイラル負のスパイラル

Fresh Food

閉店

Fresh Food

閉店

人口の流出（減少）人口の流出（減少）

都市の魅力の低下都市の魅力の低下

店舗等の撤退に
よる都市のサー
ビス機能の低下

店舗等の撤退に
よる都市のサー
ビス機能の低下

人口減少人口減少

立地適正化計画のイメージ

●立地適正化計画の区域
●居住誘導区域

・居住を誘導し、人口密度
    を維持するエリア

・医療、福祉、商業等の
   生活に必要な施設を維持、
   誘導するエリア

・医療、福祉、商業施設等（都市機能誘導区域）
　へ行きやすい交通手段
・医療、福祉、商業施設等（都市機能誘導区域）
　へ行きやすい交通手段

都市計画区域である
　旧関市と旧武芸川町

●都市機能誘導区域

区域外に集合住宅を建てる
場合など、届出が必要にな
ることがあります。

●公共交通
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92,597人 74,150人（推計）
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〈構造用合板張り〉

〈筋違新設〉

〈家具転倒防止金物(0.7補強)〉

　日本では大規模な地震が数多く発生しており、そのたびに大きな被害が出ています。東海地方においては、南海ト
ラフ大地震発生の危険性が昨今ささやかれています。また、直下型の大地震が起こる危険性もあります。
　そうした大地震での住宅被害およびそれに伴う生命・財産の被害を軽減させるよう、市では木造住宅の耐震化率
を上げるために木造住宅耐震補強工事の補助金を平成28年度から平成30年度まで時限的に上乗せします。

①関市の木造住宅無料耐震診断、または個別で岐阜県木造住宅耐震相談士に
　依頼し耐震診断を実施して下さい。
	 	
②診断結果が評点1.0未満若しくは0.7未満とされた。
	 	
③岐阜県木造住宅耐震相談士名簿より依頼する相談士を選択します。
	 	
④相談士に直接依頼を行い、個別に補強計画に関する契約を行います。
	 	
⑤契約後、相談士は耐震診断結果を参考に精密な現地調査を行い、補強計画および実施設計を行います。	 	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
⑥都市計画課へ耐震補強工事実施計画書を提出し、承認されれば耐震補強工事実施承認通知書が送付されます。

⑦工事業者と契約を行い補強工事を実施します。相談士は、工事内容が設計と整合しているか工事監理を行います。	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
⑧工事完了後、都市計画課へ補強工事完了報告書を提出し、承認されれば補助金交付決定通知書が送付されます。
※9月に木造住宅に対する耐震診断および耐震補強工事に関する相談会を実施します。日程は広報９月号に掲載いたします。
※ご不明な点がありましたら都市計画課までお問い合わせ下さい。

※対象工事費は耐震補強工事に係る工事費
および設計監理費に限ります。

※リフォームなどに係る工事費及び消費税
は対象外です。

●市内にある木造住宅の所有者で市税を滞納していない方
●昭和56年5月31日以前に着工された木造住宅
●評点が1.0未満とされた木造住宅で、補強後の評点が1.0以上となる、または評点が0.7未満とされた木造住宅で、
　補強後の評点が0.7以上となる補強工事
●岐阜県木造住宅耐震相談士が設計監理する補強工事

木造住宅の耐震補強を応援します！
～木造住宅耐震補強工事の補助金上乗せについて～

実
際
の
耐
震
補
強
例

耐
震
補
強
工
事
ま
で
の
流
れ

申
込
要
件

改
正
制
度
表

評点 施工業者 補助率 上限額

1.0補強
市内

対象工事費×80％
200万円

市外 160万円

0.7補強 市内
対象工事費×70％

120万円
市外 100万円

〈補強金物取付〉
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◆照会先　都市計画課　☎23-7699



◆照会先　職員課（☎23-9214）
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平成28年度 市職員採用試験（実務経験者採用Ⅱ）
【試験区分、採用予定人数、受験資格および試験日程など】							     

～明日の関市をあなたの手で～

※１ 採用予定人員は変更する場合があります。また、選考の結果、適任の方がいない場合は採用をしないことがあります。		
※２ 採用後は、上記以外の業務を担当する職場に配属される場合もあります。						    
※３「実務経験」の期間は、常勤の会社員、自営業者などとして、1年以上継続して就業した期間を通算して計算します。（同時期に複数の
　　職に就業したときは、いずれか一方で計算）
※４「実務経験」の期間は、保育園などの児童福祉施設、または幼稚園で、常勤・常勤に準ずる勤務（週30時間以上）で1年以上継続して
　　就業した期間を通算します。（同時期に複数の職に就業したときは、いずれか一方で計算）				  
※５ 詳しくは、各試験区分の受付開始日頃より配布する「平成28年度関市職員採用試験案内」をご覧ください。案内は職員課、各地域事
　　務所、西部支所にて配布します。また、市ホームページでもご覧いただけます。

試験区分 採用予定人数 受験資格 受付期間 第１次試験 第２次試験 最終合格発表

実
務
経
験
者
Ⅱ

土木技術職 １人程度
〇民間企業などにおける「土木工事の設計、積算、
施工管理」の実務経験が、５年以上ある人　※３

いずれも昭和
32年4月2日～

昭和57年4月1日
に生まれた人

8月5日
（金）

～
31日

（水）

書類審査

10月下旬
・筆記試験
・適性検査
・面接試験
・実技試験
などを予定

11月中旬

建築技術職 １人程度
〇民間企業などにおける「建築工事の設計、積算、
施工管理」の実務経験が、５年以上ある人　※３

電気技術職 １人程度

〇民間企業などにおける「建築施設の電気設備工事
の設計・積算・施工管理」または「下水処理施設、浄水
場などの電気設備等の設計、維持管理」の実務経験
が、５年以上ある人　※３

保育士 2人程度

〇保育士の資格を有しており、保育園などの児童福
祉施設（児童福祉法に規定される施設）、または、幼
稚園における実務経験が、３年以上ある人　※4
※採用後は、関市内３ヶ所の親子教室に配属される場合
もあり

児童指導員
※市内３カ所の

　親子教室に

勤務

１人程度
〇児童指導員の任用資格に該当する方で、児童福祉
施設（児童福祉法に規定される施設）での実務経験
が、３年以上ある人　※4

設置しています

「あなた」が望む10年後の「せき」を声（VOICE）にして、「VOICEツリー」を完成させて
　ください。
　◆VOICEツリー出現予定　
   　　9/30まで：市役所アトリウム、各地域事務所
　　   8/31まで：わかくさ・プラザ「学習情報館」、生涯学習センター（板取・武芸川・
　　　　　　　 武儀・上之保）、 ほらどキウイプラザ

☆Facebook（https://www.facebook.com/seki5jisokei/）
　第5次総合計画の策定過程を公開しています
☆twitter（https://twitter.com/seki5ji_soukei/）
　第5次総合計画のあれこれを、担当者がゆるくつぶやいています（＾０＾）J

 「せき」に関心をもって、
まちのいろんな活動に積
極的に参加する！すると、
「せき」をもっと好きに
なる。誇りに思う。
　そして、市民が「せき」
の魅力を発信していく。

２人目  ～「あなた」が描く１０年後の「せき」～

中部学院大学３年生　坂元 広幸さん

坂元さんの「ＶＯＩＣＥ」

はじめました

◆照会先　企画政策課（☎23-7014）

みんなの「声」でまちを育てよう！
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　この大会は、紅葉の市北西部を安全な走行で、のんびり走るツー

リングイベントです。家族や仲間と一緒に参加してみませんか。

日 　 時
発 着 点
種目および募集人数

参 加 費

参 加 資 格

申 込 方 法

申 込 期 間
照 会 先

■
■
■

■

■

■

■
■

１０月２２日（土） 開会式８時３０分
武芸川事務所
ロングコース（約８６ｋｍ）４００人
ショートコース（約５１ｋｍ）１００人
※時間やスピードを競う競技ではありません。（順位はつけません。）
中学生以下　２０００円　
高校生以上　ロングコース４５００円　ショートコース４０００円
ロングコース　中校生以上
ショートコース　小学５年生以上
※中学生以下の参加は保護者が同伴してください。
①インターネットによる申し込み
　◆JTB スポーツステーション：インターネット・携帯サイトエントリー
　ｈｔｔｐ：／／ｊｔｂｓｐｏｒｔｓ.ｊｐ／
②FAXによる申し込み
　◆JTBスポーツステーションに問い合わせの上、申し込み（☎06－6252－4009）
８月２日（火）～９月１６日（金）※各部門定員になり次第受付終了
せきサイクル・ツーリング実行委員会（スポーツ推進課内　☎23－7766）

　

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
お
い
し
い
季
節
に
、

あ
な
た
も
マ
ラ
ソ
ン
で
楽
し
い
休
日
を
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時   

 11
月
27
日（
日
）
※
雨
天
決
行 

▽
受
付   

午
前
８
時
～
午
前
９
時
30
分 

▽
開
会
式   

午
前
８
時
30
分

◆
発
着
点　

ほ
ら
ど
キ
ウ
イ
プ
ラ
ザ
周
辺

◆
種
目
（
３
種
目
16
部
門
）　　

【
10
キ
ロ
コ
ー
ス
】

▽
39
歳
以
下
（
中
学
生
以
下
を
除
く
男
子
・
女
子
）

▽
40
歳
代
（
男
子
・
女
子
）

▽
50
歳
代
（
男
子
・
女
子
）

▽
60
歳
以
上
（
男
子
・
女
子
）

【
５
キ
ロ
コ
ー
ス
】

▽
59
歳
以
下
（
中
学
生
以
下
を
除
く
男
子
・
女
子
）

▽
60
歳
以
上
（
男
子
・
女
子
）

【
３
キ
ロ
コ
ー
ス
】

▽
小
学
生
（
３
年
生
以
上
男
子
・
女
子
）

▽
中
学
生
（
男
子
・
女
子
）

◆
参
加
料

▽
一
般
４
０
０
０
円

▽
高
校
生
３
０
０
０
円

▽
小
中
学
生
２
０
０
０
円

◆
表
彰　
　

各
部
門
と
も
１
～
３
位
、
キ
ウ
イ

（
９
位
）
賞
、
そ
の
他
特
別
賞
あ
り

◆
参
加
賞　

大
会
冊
子
、
Ｔ
シ
ャ
ツ

（
小
中
学
生
は
タ
オ
ル
）、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

※
完
走
者
に
は
、
完
走
証
と
高
賀
の
森
水
を

贈
呈
し
ま
す
。

◆
定
員　

10
キ
ロ
：
１
１
５
０
人

５
キ
ロ
：
３
５
０
人　

３
キ
ロ
：
３
０
０
人

◆
申
込
方
法

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
エ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ト

「
ラ
ン
ネ
ッ
ト
」
に
必
要
事
項
を
入
力
し
て
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
あ
る
い
は
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ア
窓
口
な
ど
で
参
加
料
を
お
支
払

い
。

②
募
集
要
項
の
郵
便
振
替
票
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
参
加
料
を
添
え
て
郵
便
局
か
ら
申

し
込
む
。

◆
申
込
期
間　

８
月
２
日
（
火
）
～
８
月
26
日
（
金
）

※
郵
便
振
替
に
よ
る
申
し
込
み
は
８
月
15
日

（
月
）
ま
で
。

※
各
種
目
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◆
照
会
先　

▽
ほ
ら
ど
キ
ウ
イ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事

務
局
（
洞
戸
事
務
所
内　

☎
０
５
８
１
―
58
―

２
１
１
１　

０
５
８
１
―
58
―
２
２
４
１
）

ま
た
は
洞
戸
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
（
☎
０
５

８
１
―
58
―
２
１
１
５
）　

※
月
曜
休
み

２
０
１
6

ほ
ら
ど
キ
ウ
イ
マ
ラ
ソ
ン
大
会 

参
加
者
募
集

せきサイクル・
ツーリング２０１6 
ｉｎ 板取川 参加者募集



【
公
営
住
宅
】

◆ 

入
居
資
格　

▽
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方  

　

▽
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族

　

の
あ
る
方　

▽
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方

　

▽
収
入
基
準
以
内
の
方　

▽
「
暴
力
団
員

　

に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る

　

法
律
」
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
こ

　

と
◆ 

収
入
基
準　
（
公
営
住
宅
）
▽
一
般
世
帯

　

＝
月
額
15
万
８
千
円
以
下　

▽
高
齢
者
お

　

よ
び
障
が
い
者
世
帯
＝
月
額
21
万
４
千
円

　

以
下
▽
中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
子
ど

　

も
の
い
る
世
帯
＝
月
額
21
万
４
千
円
以　

　

下
。
た
だ
し
、
過
疎
地
域
に
所
在
す
る
市

　

営
住
宅
に
入
居
す
る
場
合
＝
月
額
25
万
９

　

千
円
以
下

◆ 

申
込
期
間　

８
月
１
日
（
月
）
～
15
日

　
（
月
）
ま
で　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

◆ 

入
居
予
定
日　

10
月
１
日
（
土
）

◆ 
選
考
方
法　

抽
選
に
よ
り
決
定

◆ 
申
込
先　

都
市
計
画
課
な
ら
び
に
募
集

　

住
宅
が
所
在
す
る
地
域
事
務
所

【
公
営
住
宅
】

【
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
】

◆ 

収
入
基
準　
（
公
営
住
宅
）
▽
市
営
住
宅 

　

入
居
者
定
期
募
集
参
照　
（
特
定
公
共
賃

　

貸
住
宅
）　

▽
「
洞
戸
」
月
額
19
万
円
以

　

上
42
万
７
千
円
以
下　

▽
「
武
儀
」
月
額

　

20
万
円
以
上
60
万
１
千
円
以
下

◆ 

入
居
資
格　

▽
市
営
住
宅
入
居
者
定
期

　

募
集
参
照

◆ 

申
込
期
間　

８
月
１
日
（
月
） 

～
平
成
29

　

年
３
月
31
日
（
金
）

◆ 

入
居
予
定
日　

随
時

◆ 

選
考
方
法　

申
込
必
要
書
類
を
受
理
し

　

た
順
で
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

◆ 

申
込
先　

都
市
計
画
課　

※ 

申
込
用
紙

　

や
収
入
基
準
、
家
賃
な
ど
詳
し
く
は
、
都

　

市
計
画
課
ま
た
は
、
募
集
住
宅
が
所
在
す

　

る
地
域
事
務
所
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

住
宅
名	

間
取

月
額
家
賃

戸
数

岩
下

3
D
K

1
6,
4
0
0
円
よ
り

2

武
芸
川
小
知
野
Ａ
棟

3
D
K

1
3,
1
0
0
円
よ
り

1

武
芸
川
宇
多
院
Ｂ
棟
2
L
D
K
1
7,
2
0
0
円
よ
り

1

住
宅
名	

間
取

月
額
家
賃

 

戸
数

洞
戸
高
見

4
D
K

3
0,
0
0
0
円
よ
り

2

洞
戸
山
根	

3
L
D
K

3
0,
0
0
0
円
よ
り

1

富
之
保
岩
井
ノ
上

3
L
D
K

3
5,
0
0
0
円
よ
り

1

住
宅
名	

間
取

月
額
家
賃

戸
数

東
山
3
丁
目

3
D
K

2
1,
8
0
0
円
よ
り

2

中
之
保
柳
瀬	

4
D
K

1
6,
3
0
0
円
よ
り

1

◆
定
期
募
集

◆
随
時
募
集

○
山
野
草
展　

 

10
月
１
日
（
土
）、
２
日
（
日
） 

○
諸
流
い
け
ば
な
展 

10
月
２
日
（
日
）

○
盆
栽
展
一
部　

10
月
22
日
（
土
）、
23
日
（
日
）

○
邦
楽
・
獅
子
舞
大
会　

10
月
23
日
（
日
）

○
菊
花
展　

11
月
３
日
（
木
・
祝
）
～
13
日
（
日
）

○
文
芸
大
会　

11
月
３
日
（
木
・
祝
）

○
市
民
茶
会　

11
月
６
日
（
日
）

○
邦
楽
大
会　

11
月
６
日
（
日
）

○
盆
栽
展
二
部　

11
月
12
日
（
土
）、
13
日
（
日
）

○
洋
楽
祭　
　

11
月
20
日
（
日
）

◆
会
　
場　

関
市
文
化
会
館

◆
応
募
方
法

○
山
野
草
・
盆
栽
・
菊
花
展
に
出
展
、
邦
楽
・
洋

　

楽
祭
に
出
演
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
８
月
16
日

　
（
火
）
ま
で
に
文
化
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
文
芸
大
会
（
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
俚
謡
・
狂

　

俳
）
は
部
門
ご
と
に
は
が
き
１
枚
を
使
用
し
、

　

は
が
き
の
表
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記

　

入
、
裏
面
に
は
作
品
の
頭
に
部
門
を
朱
書
き
。

　
（
現
代
詩
）
は
原
稿
用
紙
を
使
用
。
８
月
24
日

　
（
水
）
ま
で
に
〒
５
０
１
―
３
２
３
２　

関
市

　

桜
本
町
２
丁
目
30
番
地
１　

文
化
課
「
文
芸
大

　

会
」係
へ
。
当
日
必
着
。
雅
号
使
用
の
場
合
は
、

　

本
名
も
併
記
し
て
く
だ
さ
い
。
作
品
は
楷
書
で

　

記
載
し
、
漢
字
に
は
ふ
り
が
な
を
付
け
て
く
だ

　

さ
い
。

《
一
般
の
部
》

○
短
歌
…
自
由
詠
一
人
一
首（
選
者
＝
大
塚
雅
之
、

　

伊
藤
か
え
こ
）

○
俳
句
…
秋
季
雑
詠
一
人
三
句
一
組
（
特
別
選
者

　

＝
櫂
未
知
子
、
選
者
＝
清
水
青
風
、
船
戸
成
良
、

　

後
藤
紀
夫
）

○
川
柳
…
秋
季
雑
詠
一
人
二
句
（
選
者
＝
鵜
飼
道

　

楽
、
須
田
道
夫
）

○
俚
謡
…
秋
季
雑
詠
一
人
三
章
一
組
（
選
者
＝
明

　

廼
家
松
花
、
加
納
勇
山
、
山
田
ヒ
サ
子
）

○
狂
俳
…
「
澄
め
る
旻
天
」「
愛
お
し
い
」「
大
き

　

い
」「
威
嚇
」「
盛
大
」
一
題
一
句　

五
句
一
組

　

限
り
（
選
者
＝
河
村
花
玉
、
加
藤
晴
月
、
後
藤

　

昌
仙
、
土
屋
美
津
女
）

○
現
代
詩
…
題
材
自
由
一
人
二
編
以
内
（
選
者
＝

　

浅
野
牧
子
）

《
小
中
・
高
校
生
の
部
》

○
短
歌
…
自
由
詠
一
人
一
首（
選
者
＝
堀
野
慎
吉
、

　

篠
田
理
恵
）

○
俳
句
…
題
材
自
由
一
人
二
句
（
選
者
＝
木
戸
道

　

子
、
鈴
木
信
子
）

第
61
回
関
市
文
化
祭
　
作
品
募
集

第
66
回
関
市
美
術
展
　
作
品
募
集

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

◆
出
品
部
門
と
規
格

○
日
本
画
…
６
号
（
40
・
９
cm
×
31
・
８
cm
）
以

　

上
１
０
０
号
（
１
６
２
・
１
cm
×
１
3
0
・
３

　

cm
）
以
下
、
軸
装
可
、
ガ
ラ
ス
不
可
、
屏
風
・

　

つ
い
立
て
不
可

○
洋
画
…
８
号
（
45
・
５
cm
×
37
・
９
cm
）
以
上

　

１
０
０
号
（
１
６
２
・
１
cm
×
１
３
０
・
３
cm
）

　

以
下
、
油
彩
は
ガ
ラ
ス
・
ア
ク
リ
ル
不
可
、
版

　

画
に
限
り
４
号
（
33
・
４
cm
×
24
・
３
cm
）
以

　

上
１
０
０
号
以
下

○
彫
刻
･
彫
塑
…
１
７
０
cm
×
70 

cm
以
下
、
幅

　

70 

cm
以
下
、
重
量
１
０
０
kg
以
下

○
工
芸
…
展
示
で
き
る
よ
う
に
、頑
丈
な
止
め
金
、

　

ひ
も
な
ど
を
つ
け
る
こ
と

○
写
真
…
４
ツ
切
（
写
真
面
の
サ
イ
ズ
25
・
４
cm

　

×
30
・
５
cm
）
以
上
全
倍
（
60
・
３
cm
×
90
・

　

３
cm
）
ま
で
、
組
写
真
可
、
ガ
ラ
ス
不
可

○
書
道
…
全
紙
（
１
３
５
cm
×
70 

cm
）・
８
尺
×

　

２
尺
（
２
４
２
cm
×
61 

cm
）・
半
切
（
１
３
５
cm

　

×
35 

cm
）
は
縦
に
限
る
（
ガ
ラ
ス
不
可
）、
半

　

切
以
下
は
軸
装　

可
、
屏
風
・
つ
い
立
て
不
可

○
デ
ザ
イ
ン
…
題
材
自
由
、
Ｂ
全
サ
イ
ズ
以
内
、

　

パ
ネ
ル
・
ボ
ー
ド
仕
立

○
華
道
…
制
限
な
し

※
規
格
の
変
更
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
公

　

募
要
項
で
の
確
認
が
必
要
で
す
。

◆
応
募
資
格　

15
歳
以
上
（
中
学
生
を
除
く
）

◆
出
品
点
数　

各
部
門
一
人
一
点
、
た
だ
し
共
同

　

作
品
可

◆
出
品
料
・
審
査　

な
し

◆
申
し
込
み　

10
月
5
日
（
水
）
～
7
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
文
化
課
（
関
市
文
化

　

会
館
内
）
へ

◆
搬
入　

10
月
20
日
（
木
）　

午
前
９
時
～
午
後

　

７
時
に
関
市
文
化
会
館
各
会
場
へ

◆
飾
り
付
け　

10
月
21
日
（
金
）　

午
後
７
時
～

　

午
後
９
時

◆
開
場
式　

10
月
26
日
（
水
）　

午
前
９
時
40
分

　

か
ら
小
ホ
ー
ル
前

◆
展
示
期
間　

文
化
会
館
に
て
10
月
22
日
（
土
）

　

～
30
日
（
日
）

◆
搬
出　

10
月
30
日
（
日
）
午
後
４
時
～
５
時

◆
照
会
先　

文
化
課
（
☎
24

−

６
４
５
５
）

○
川
柳
…
題
材
自
由
一
人
二
句
（
選
者
＝
鵜
飼
道

　

楽
、
須
田
道
夫
）

○
現
代
詩
…
題
材
自
由
一
人
二
編
以
内
（
選
者
＝

　

伊
佐
地
哲
男
）

 

照
会
先　

都
市
計
画
課
（
☎
23
―
８
１
２
１
）
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回 期　日 講　座 講　師　（敬称略）

1 9月  9日（金） 開講式　「大学生」を体験するガイダンス 関市教育委員会・関市市民協働課・中部学院大学シティカレッジ関

2 9月16日（金） 高齢期の諸問題を考える―介護・孤立・終末― 中部学院大学　准教授　新井　康友

3 9月30日（金） 高齢期の法律問題と成年後見制度 弁護士・中部学院大学　非常勤講師　國光　健宏

4 10月14日（金） 現代の貧困と生活保護制度	 中部学院大学　教授　柴田　純一

5
10月22日（土)
10:00～15:00

大学生と大学祭を楽しむ	 中部学院大学　教授　飯尾　良英　

6 11月  4日（金） 地域でできる子育て支援 中部学院大学短期大学部　准教授　ダーリンプル・規子

7 11月18日（金） 今どきの思春期の子どもの姿―心と体の健康問題― 中部学院大学　准教授　山田　小夜子

8 11月25日（金） まちづくりを楽しむ	 芥見東まちづくり協議会会長　多田　喜代則

9 12月  2日（金）
9:00～17:00 先進地交流　「可児市桜ヶ丘みんなの家」 可児市桜ヶ丘ハイツ地区社会福祉協議会　

松原　昇平

10 12月  9日（金） 地域デビューの夢を語る	 中部学院大学　教授　飯尾　良英

回 期日・会場 テーマ・学習内容 講　師（敬称略）

1

９月 ３日(土)
10:00～12:00

わかくさ・プラザ
学習情報館２F

ギャラリー

『よく生き合う町づくりのために』
　「人間」（という言葉）は、もともと世の中・世間という意味で使われていました。

　つまり人は、人との間で生きている、生き合っているのです。その生き合い方を身近な

　ところから深く感じ、広く考えてみるヒントを一緒に探しませんか。

藤田　敬一
〔県人権懇話会会長〕
〔元岐阜大学教授〕

2

９月１５日(木)
19:00～21:00

わかくさ・プラザ
学習情報館２F

ギャラリー

『気軽に使えるインターネットだから』
　スマホやタブレット、ゲーム機でも、気軽にインターネットを利用することができます。

　だから、知らないうちに人権を侵したり、被害を与えたりする危険性があります。

　それらを、具体例をあげてお話ししたいと思います。

遠藤　和弘
〔学校職員〕

3

１０月 ６日(木)
19:00～21:00

わかくさ・プラザ
学習情報館２F
２－１研修室

 『多様な性を認め合える社会を願って』　
　～性的少数者（セクシュアル・マイノリティ）って？～

　人間の性は、男女だけでなく、心と体の性が一致しない人や同性や両性を好きになる人、

   性的に誰も好きにならない人等さまざまです。誰もが自分らしく生きられる社会を願って、

　多様な性の事や当事者の思いなどをお話しします。	

中村　一恵
〔“人間と性”

教育文化センター〕

4

１０月２２日(土)
10:00～12:00

わかくさ・プラザ
学習情報館２F

ギャラリー

 『なくしたい！この国の「子どもの貧困」』
　身の回りにはものがあふれる「豊かな国」日本。どこに「子どもの貧困」があるので

　しょうか。その豊かさの陰にあるがゆえに「子どもの貧困」は、見えにくいのです。

　その実態と子どもへの深刻な影響、そのことに気づいた大人たちのさまざまな支援への

　取り組み、そして私たちができることを一緒に考えられたらと思います。	

中川　健史
〔NPO法人仕事工房

ポポロ理事長〕

5

１１月 ５日(土)
10:00～12:00

わかくさ・プラザ
学習情報館２F

ギャラリー

 『語りから学ぶ人権について』
　普段、何気なく見聞きしている落語、講談、童話といった語りを通して、人権について

　考えていきます。講座の中で落語も聞いていただこうと思います。	

河合　浩司
〔大垣落語の会顧問〕

関市民セミナー「大学で学び 地域でイカス講座」

 いきいき 生き合い講座 

関市・中部学院大学・同短期大学部連携協定による協同企画（第3弾）

人権感覚を
磨きませんか ＜平成２８年度受講生募集＞

～自分みがき、はじめてみませんか～

市内在住または在勤の方で、原則全回受講できる方			 
４０人			 
中部学院大学（関市桐ヶ丘２丁目1番地）関キャンパス内「ふれあいコラボ」教室
午後１時３０分～３時３０分まで（５回と９回は別時間）			 
無料			 
はがきに必要事項（郵便番号、住所、氏名、ふりがな、性別、年齢、電話番号）を記入して郵送するか、中央
公民館備え付けのはがきに記入して応募してください。電話での申し込みも可能です。
８月２０日（土）必着			 
〒501-3802　関市若草通２丁目１番地　中央公民館（☎23-7776）			

３０人　※原則５回連続して受講していただく講座ですが、１回のみの受講も可能です。
無料
８月２０日（土）までに生涯学習課に申し込みください。
※電話、はがき（住所、氏名、年齢、電話番号、受講講座を記入）、またはパソコンや
スマホから市ホームページ専用申込サイト、右のＱＲコードを利用して申し込みが可
能です。（ＵＲＬ https://www.city.seki.lg.jp/jform/ikiai28.html）
〒501-3802　関市若草通２－１　生涯学習課　（☎２３－７７７７）

　「日本一しあわせなまち」を目指す関市と「人間の幸せを探求する」中部学院大学が協力する、人間力向上セミナー
です。学びの場は中部学院大学の関キャンパスです。講座を通して自分をみがき、学びを地域につないでいきましょう!!

※５回目のみ土曜日です。　※講座の修了者には中部学院大学から修了証を授与します。

● 対 　 　 象
● 定 　 　 員
● 場 　 　 所
● 時 　 　 間
● 受  講  料
● 申 込 方 法

● 締 め 切 り
●申込・照会先

●定　　　員
●参　加  費
●申 込 方 法

●申込・照会先

受講生募集
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平
成
28
年
市
議
会
第
２
回
定
例
会
を
、
６

月
３
日
か
ら
24
日
ま
で
の
22
日
間
、
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
条
例
関
係
７
件
、
補

正
予
算
６
件
、
請
願
１
件
、
報
告
５
件
、
そ

の
他
１
件
の
、
合
わ
せ
て
20
件
を
審
議
し
ま

し
た
。
審
議
日
程
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

▼
６
月
３
日
の
本
会
議
１
日
目
は
、
会
期
を

22
日
間
と
決
め
た
後
、
議
案
の
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

▼
14
日
の
本
会
議
２
日
目
は
、
議
案
に
対
す

る
質
疑
を
行
い
、
関
市
印
鑑
条
例
の
一
部
改

正
な
ど
５
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

関
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改

正
、
平
成
28
年
度
関
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
な
ど
９
件
を
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の

各
常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
代
表
質
問
と
一
般
質
問
を
行
い
、

通
告
者
12
人
の
う
ち
４
人
が
、
当
局
の
姿
勢

や
方
針
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
15
日
の
本
会
議
３
日
目
は
、
５
人
が
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
16
日
の
本
会
議
４
日
目
は
、
３
人
が
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
17
日
～
21
日
は
各
常
任
委
員
会
で
付
託
案

件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

▼
24
日
の
本
会
議
５
日
目
は
、
各
常
任
委
員

長
か
ら
付
託
案
件
の
委
員
会
審
査
結
果
の
報

告
が
行
わ
れ
、
討
論
、
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

請
願
に
つ
い
て
は
不
採
択
と
し
、
そ
の
他
の

議
案
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
の
閉
会
中
の

継
続
調
査
を
承
認
し
ま
し
た
。
今
定
例
会
に

付
議
さ
れ
た
案
件
を
す
べ
て
議
了
し
閉
会
し

ま
し
た
。

 

代
表
質
問
・
一
般
質
問

　
生
活
支
援
相
談
室

質
問　

実
績
及
び
課
題
は

　

答
弁　

昨
年
４
月
施
行
の
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
法
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
た
自
立
相

談
支
援
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
総
合
福

祉
会
館
内
に
窓
口
と
し
て
「
生
活
支
援
相
談

室
」
を
設
置
し
、
そ
の
業
務
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
委
託
し
、
３
人
体
制
で
相
談
者
に
応
じ
た

相
談
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
１
３
９
件
の
生
活
困
窮
に
関
す

る
相
談
に
対
応
し
、
そ
の
う
ち
個
別
支
援
プ

ラ
ン
を
作
成
し
た
件
数
は
１
１
４
件
で
、
関

係
機
関
や
制
度
に
つ
な
げ
る
支
援
を
継
続
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に
出
向
く

活
動
的
な
相
談
窓
口
と
し
て
、
民
生
委
員
児

童
委
員
の
方
か
ら
情
報
を
入
手
し
な
が
ら
、

家
庭
訪
問
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　

個
別
支
援
プ
ラ
ン
の
作
成
な
ど
に
は
、
本

人
の
同
意
が
必
要
に
な
る
た
め
、
本
人
が
望

ま
な
い
場
合
は
支
援
が
困
難
に
な
る
課
題
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
こ
も
っ
て
相
談
窓

口
ま
で
来
て
い
た
だ
け
な
い
方
に
は
訪
問
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
重
要
な
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
第
5
次
総
合
計
画

質
問　

市
民
の
声
を
反
映
し
た
計
画
を

　

答
弁　

市
が
目
指
す
都
市
像
や
10
年
間
の

基
本
方
針
な
ど
を
定
め
る
「
基
本
構
想
」
の

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
市
民
の
方
の

話
を
お
聞
き
す
る
た
め
、
市
広
報
紙
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
「
ボ
イ
ス

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
し
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
企
業
や
地
域
委
員
会
、
各
種
団
体
な

ど
、
関
市
に
在
勤
、
在
住
す
る
皆
さ
ん
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
、

市
広
報
紙
に
１
年
間
を
通
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
内
容
を
特
集
す
る
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
る
意
見
の
収
集

を
行
い
、
10
年
後
の
ま
ち
の
姿
を
集
約
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
具
体
的
な
施
策
を
明
記
す
る
「
基

本
計
画
」
の
素
案
作
成
に
つ
い
て
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
り
施
策
を
つ
く
っ

て
い
く
た
め
に
、
分
野
ご
と
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
各
グ
ル
ー
プ
10
人
程
度
の
市
民
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
来
年
度
の
秋
頃
ま
で
開
催

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
議
会
第
２
回
定
例
会
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小
中
学
校
の
再
編

質
問　

今
後
の
方
針
は

　

答
弁　

全
国
的
に
児
童
生
徒
数
の
減
少
が

予
測
さ
れ
、
関
市
に
お
い
て
も
今
後
10
年
で

約
25
％
の
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
小
学
校
は
地
域
文
化
の
中
心
的
機
能

を
果
た
し
て
い
る
こ
と
、
統
合
す
る
と
校
区

が
広
が
り
、
通
学
時
間
が
大
幅
に
延
び
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
特
段
の
事
情
が
な

い
限
り
は
、
過
小
規
模
校
を
含
め
、
原
則
存

続
さ
せ
る
予
定
で
す
。
一
方
、
中
学
校
は
、

社
会
性
の
育
成
や
部
活
動
な
ど
集
団
で
の
活

動
が
大
切
な
年
代
で
あ
る
こ
と
、
教
育
効
果

を
高
め
る
た
め
に
は
あ
る
程
度
の
生
徒
数
が

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
数
年
先
の
具
体
案

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
様
々
な
角
度
か
ら
検
討

し
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
の
意
見
を
十
分

聞
き
な
が
ら
慎
重
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
住
宅
の
耐
震
化
事
業

質
問　

公
費
助
成
の
現
状
と
今
後
の
対
策
は

　

答
弁　

木
造
住
宅
耐
震
補
強
工
事
費
補
助

の
実
施
に
つ
い
て
は
、
補
助
制
度
の
運
用
を

開
始
し
た
平
成
16
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で
の

間
に
76
件
で
、
耐
震
診
断
実
施
済
み
の
住
宅

に
占
め
る
割
合
は
、
約
16
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
耐
震
補
強
工
事
の
割
合
が
低
い
理
由
に
、

予
想
外
に
高
額
な
工
事
費
を
要
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、多
く
の
住
宅
が
全
・
半
壊
し
、こ

れ
に
伴
う
死
者
も
出
し
た
熊
本
地
震
の
発
生

に
よ
り
、
地
震
災
害
に
お
け
る
木
造
住
宅
の

耐
震
補
強
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
木
造
住

宅
耐
震
化
の
促
進
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

上
部
構
造
評
点
１
．０
以
上
補
強
の
場
合

の
平
均
工
事
は
２
５
３
万
円
で
あ
り
、
市
内

業
者
施
工
の
場
合
、
現
行
制
度
で
の
自
己
負

担
額
は
１
６
４
万
円
で
す
が
、
改
正
案
で
は

53
万
円
と
１
１
１
万
円
の
負
担
軽
減
と
な
り
、

本
年
度
10
件
、
来
年
度
、
再
来
年
度
は
そ
れ

ぞ
れ
20
件
程
度
の
実
施
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

質
問　

事
業
の
ね
ら
い
は

　

答
弁　

近
年
の
急
激
な
為
替
変
動
や
原
油

価
格
の
変
動
な
ど
激
変
す
る
経
済
環
境
が
続

く
な
か
で
、
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
や
こ
れ
か

ら
起
業
を
し
よ
う
と
す
る
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ

に
素
早
く
対
応
し
、
継
続
的
な
サ
ポ
ー
ト
が

で
き
る
支
援
拠
点
と
し
て
、
関
市
ビ
ジ
ネ
ス

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
Ｓ
ｅ
ｋ
ｉ–

Ｂ
ｉ
ｚ
）

を
７
月
19
日
に
開
設
し
ま
す
。

　

Ｓ
ｅ
ｋ
ｉ–

Ｂ
ｉ
ｚ
に
行
け
ば
、「
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
得
ら
れ
る
」「
売
上
が
伸

び
る
」
な
ど
、
Ｓ
ｅ
ｋ
ｉ–

Ｂ
ｉ
ｚ
が
相
談

者
に
と
っ
て
挑
戦
を
支
え
る
パ
ー
ト
ナ
ー
で

あ
り
、
相
談
者
に
信
頼
さ
れ
、
納
得
さ
れ
る

場
所
と
な
る
よ
う
、
個
別
相
談
業
務
を
中
心

に
行
い
な
が
ら
、
相
談
内
容
や
事
業
者
の
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
た
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
開
催
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
空
家
対
策

質
問　

危
険
空
家
の
対
応
は

　

答
弁　

危
険
な
状
態
の
ま
ま
放
置
し
て
あ

る
建
物
に
つ
い
て
は
、
関
係
各
課
の
連
携
に

よ
り
、
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
に
基
づ
き
対
処
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
は
、
一
級
建
築
士
の
資
格
を
有
す
る

職
員
を
含
む
２
名
体
制
で
現
地
に
赴
き
、
目

視
に
よ
り
空
家
を
調
査
し
、
建
物
の
外
観
や

傾
斜
の
状
況
、
周
辺
建
物
や
道
路
へ
の
影
響
、

防
犯
、
衛
生
等
の
観
点
か
ら
特
に
危
険
性
が

高
い
危
険
空
家
等
と
推
測
さ
れ
る
物
件
の
抽

出
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
立
入
調
査
や
勧
告
等
に
必
要
と

な
る
、
正
当
な
権
利
を
有
す
る
所
有
者
等
の

特
定
に
向
け
た
事
務
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

要
件
が
整
っ
た
物
件
に
つ
い
て
は
特
定
空
家

等
審
査
会
に
諮
り
、
危
険
空
家
等
と
認
定
さ

れ
た
も
の
は
、法
に
の
っ
と
り
助
言
、指
導
、

勧
告
等
を
実
施
し
、ま
ず
は
所
有
者
に
よ
る

適
切
な
管
理
を
促
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
福
祉
避
難
所

質
問　

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

　

答
弁　

福
祉
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

つ
い
て
は
、
平
常
時
に
お
け
る
事
前
対
策
を

内
容
と
し
た
取
り
組
み
、
災
害
発
生
時
に
お

け
る
福
祉
避
難
所
の
設
置
・
運
営
を
内
容
と

し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
考
え

ら
れ
る
標
準
的
・
基
本
的
な
項
目
を
内
容
と

し
た
「
関
市
福
祉
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
定
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
福
祉
避
難
所
の
設
置
・
運
営
に

関
す
る
事
前
の
準
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

災
害
発
生
時
に
速
や
か
に
対
応
す
る
た
め
、

関
市
の
特
性
や
実
状
、
庁
内
体
制
、
既
存
関

係
計
画
等
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
具
体
的
な
実

施
内
容
、
組
織
体
制
・
担
当
部
署
、
施
設
と

の
役
割
分
担
等
の
詳
細
を
明
記
し
た
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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関
市
の
謎
解
き
ア
プ
リ

質
問　

ア
プ
リ
制
作
の
意
図
は

　

答
弁　

近
年
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及

に
伴
い
、
全
国
で
多
数
の
観
光
案
内
ア
プ
リ

が
誕
生
し
て
お
り
、
関
市
で
は
、
他
と
異
な

る
ゲ
ー
ム
要
素
を
含
ん
だ
特
色
あ
る
観
光
案

内
ア
プ
リ
を
開
発
し
ま
し
た
。
こ
の
ア
プ
リ

を
広
め
る
こ
と
に
よ
り
、
関
市
へ
の
関
心
度

を
高
め
る
と
と
も
に
、
観
光
資
源
の
魅
力
を

発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ア

プ
リ
の
内
容
は
、
関
市
郷
土
の
武
将
、
大
嶋

雲
八
を
主
人
公
に
「
幻
の
名
刀　

雲く
も
あ
げ
は

揚
羽
」

を
探
し
求
め
て
、
謎
解
き
を
し
な
が
ら
各
地

域
を
巡
っ
て
い
く
ス
ト
ー
リ
ー
で
、
戦
国
時

代
に
ち
な
ん
だ
ゲ
ー
ム
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

観
光
名
所
を
Ｖ
Ｒ
（
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ

ィ
）
機
能
に
よ
っ
て
効
果
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ

と
に
よ
り
、
観
光
客
の
誘
致
に
つ
な
げ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
熊
本
地
震
を
ふ
ま
え
た
対
応

質
問　

車
中
避
難
者
へ
の
対
応
は

　

答
弁　

こ
の
た
び
の
熊
本
地
震
に
つ
い
て

は
、
震
度
７
の
大
き
な
前
震
と
本
震
と
い
う

２
度
の
地
震
と
、
そ
の
後
も
余
震
が
続
く
と

い
う
状
況
で
あ
り
、
専
門
家
で
も
「
今
ま
で

に
例
が
な
い
地
震
」
と
認
識
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。
ま
た
、
度
重
な
る
余
震
に
よ
る
不

安
か
ら
、
車
中
避
難
者
が
多
か
っ
た
こ
と
が

特
徴
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
地
震
災
害
現
場
で
は
、
避
難

所
以
外
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
で
車
中
避
難
さ
れ

る
台
数
や
人
数
の
正
確
な
把
握
は
、
困
難
に

な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
車
中
避
難
者
の
駐

車
場
所
は
公
共
施
設
だ
け
で
は
賄
え
な
い
と

予
想
さ
れ
る
の
で
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、

大
規
模
な
工
場
や
大
型
店
舗
な
ど
民
間
の
協

力
を
い
た
だ
け
る
よ
う
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
東
山
西
田
原
線

質
問　

通
学
路
へ
の
安
全
対
策
は

　

答
弁　

本
年
２
月
に
開
通
し
た
東
山
西
田

原
線
は
、
歩
道
が
通
学
路
と
な
っ
て
お
り
、

見
通
し
が
良
く
、
交
差
道
路
の
交
通
量
も
少

な
い
状
況
で
す
が
、
本
年
度
に
、
長
良
川
鉄

道
北
側
の
市
道
交
差
点
に
横
断
歩
道
、
道
路

照
明
灯
設
置
を
行
う
予
定
で
す
。
ま
た
、
新

た
に
通
学
路
と
な
っ
た
旧
国
道
２
４
８
号
の

南
側
の
市
道
は
、
道
路
が
曲
が
っ
て
い
て
見

通
し
が
悪
い
箇
所
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
道
路

沿
い
に
幅
１
ｍ
、
深
さ
60
㎝
の
用
水
路
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
に
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

や
、
水
路
へ
の
転
落
防
止
柵
又
は
ス
ク
リ
ー

ン
の
設
置
を
行
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
都
市
計
画
税

質
問　

旧
関
地
域
と
武
芸
川
地
域
へ
の
課
税

が
適
当
と
考
え
た
理
由
は

　

答
弁　

都
市
計
画
税
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
第
５
次
行
政
改
革
の
中
で
大
き
な
課
題

と
し
て
捉
え
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
総

合
計
画
な
ど
で
関
地
域
と
武
芸
川
地
域
は
一

体
の
エ
リ
ア
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
、

都
市
計
画
税
の
公
平
性
が
図
ら
れ
る
こ
と
、

都
市
計
画
を
実
施
す
る
う
え
で
都
市
計
画
税

が
重
要
な
財
源
で
あ
る
こ
と
、
以
上
３
つ
の

主
な
理
由
に
よ
り
、
武
芸
川
地
域
に
課
税
す

る
と
い
う
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

質
問　

都
市
計
画
事
業
等
の
予
定
が
な
い
地

域
へ
の
課
税
は
ど
う
考
え
る
か

　

答
弁　

都
市
計
画
税
は
、
都
市
計
画
区
域

全
体
の
都
市
計
画
事
業
と
な
る
道
路
、
下
水

道
、
公
園
整
備
や
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど

に
使
わ
れ
る
目
的
税
で
あ
り
、
個
々
の
地
域

に
事
業
が
有
り
無
し
と
い
う
考
え
方
で
は
な

く
、
区
域
全
体
の
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に

あ
る
税
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

公
共
交
通
網
の
改
善
は

　

答
弁　

市
の
公
共
交
通
は
市
民
の
日
常
生

活
を
確
保
す
る
た
め
、
通
学
・
通
院
・
買
い

物
を
柱
と
し
て
、
地
域
性
や
利
用
者
層
、
利

用
者
人
数
に
応
じ
、
定
時
定
路
線
バ
ス
、
デ

マ
ン
ド
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー
、

地
域
内
バ
ス
の
４
種
類
の
形
態
で
運
行
し
て

い
ま
す
。
市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
よ
り
公

共
交
通
を
利
用
す
る
目
的
が
複
雑
化
す
る
中
、

利
用
者
の
声
や
事
業
者
か
ら
の
提
案
を
受
け

て
、
路
線
や
時
刻
の
見
直
し
は
随
時
行
っ
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
満
足
い
た
だ
け
る
よ

う
な
公
共
交
通
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
市
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
策

定
し
ま
す
の
で
、
利
用
者
の
実
態
調
査
や
意

見
交
換
会
、
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

市
民
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
た
計
画
を
策
定
し
、

利
用
し
や
す
い
、
満
足
度
の
上
が
る
よ
う
な

公
共
交
通
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
照
会
先　

議
会
事
務
局 

（
☎
23
―
９
０
６

　

８
）

　
買
い
物
困
難
者
支
援
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審
議
の
結
果

他 のそ 告報 願請 算予正補 係関例条
関
市
議
会
各
常
任
委
員
会
の
閉
会
中
の
継
続
調
査

平
成
27
年
度
関
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越

計
算
書
の
報
告

平
成
27
年
度
関
市
財
産
区
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

平
成
27
年
度
関
市
下
水
道
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

平
成
27
年
度
関
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
の
報
告

平
成
27
年
度
関
市
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

所
得
税
法
第
56
条
廃
止
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願
書

平
成
28
年
度
関
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

平
成
28
年
度
関
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

平
成
28
年
度
関
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

平
成
28
年
度
関
市
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

平
成
28
年
度
関
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

平
成
28
年
度
関
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

関
市
中
小
企
業
従
業
員
退
職
金
共
済
条
例
の
一
部
改
正

関
市
国
民
健
康
保
険
診
療
所
条
例
の
一
部
改
正

関
市
留
守
家
庭
児
童
教
室
条
例
の
一
部
改
正

関
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

関
市
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

関
市
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

関
市
議
会
議
員
及
び
関
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
自
動
車
の
使
用
及
び

ポ
ス
タ
ー
の
作
成
の
公
営
に
関
す
る
条
例
及
び
関
市
長
の
選
挙
に
お

け
る
ビ
ラ
の
作
成
の
公
営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

議
案
名

承
認

報
告

報
告
報
告

報
告

報
告

不
採
択

可
決

可
決

可
決

可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

審
議
結
果

 「鵜匠家バックヤードウオーキングツアー
～小瀬周辺の歴史を学ぼう！～」について

　鵜飼は夜、漁だけ行うイメージが定着しています。しかし、鵜匠は鵜と共に生活していることなど鵜匠の裏側の顔はあまり
知られていません。ウオーキングツアーでは普段見ることができない鵜匠の自宅を訪問し、鳥屋などを見学します。また、小瀬
周辺には鵜飼だけではなく、国史跡弥勒寺官衙遺跡群や円空入定塚など、関市を語る上で欠かせない文化財が多くあり、併
せて見学するツアーです。

■ 日 　 　 時

■ 定 　 　 員
■ 集 合 場 所

■ 参  加  費

■ 持  ち  物
■ 申 込 方 法

■ 申 込 期 間

9月3日（土） 午後3時から午後8時半頃まで　
※鵜飼中止の場合はツアーも中止します。
20人　※小学生は保護者同伴でご参加ください
関遊船(株)事務所前（関市小瀬76番地3）　
※駐車場は小瀬鵜飼駐車場をご利用ください。
大人3,600円（中学生以上）、小人2,500円（鵜飼乗船料金です）
※希望者には弁当（1,500円）の注文を承ります。また、観覧船への飲食物の
    持ち込みは自由です。
筆記用具、帽子、タオル、飲料水、雨具など
長良川伝統漁法保護事業実行委員会事務局（文化財保護センター内）まで
☎ 45-0500 または  46-1221 にて申し込み。
8月1日（月）～12日（金） 午前9時～午後5時（土日祝を除く）
※参加希望者多数の場合は抽選にて決定します。

国重要無形民俗文化財「小瀬鵜飼」の魅力を、展示を通じて感じていただきます。市有形民俗文化財「小瀬の鵜飼用
具」などを展示します。

企画展示「小瀬の鵜飼 ―楽しみ方入門Ⅲ―」

◆ 日 　 　 時
◆ 場 　 　 所
◆ 照  会  先

9月4日（日）まで　午前9時～午後5時　休館日　月曜日
わかくさ・プラザ学習情報館1階　特別陳列室　入館無料
文化財保護センター（☎45-0500）
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